
  2024年 3月 29日 

 

 

環境月間 リソースのご案内 

（Environmental Month） 

 

< RIページ >＊タイトルにリンクが設定されていますのでクリックしてリンク先ご参照下さい。 

 

➢ 環境の保護 

ロータリーは、人類共通のレガシーである「環境」を守ることが重要だと信じています。ロータリーは、天然資源の保

全と保護を促進し、環境の持続可能性を高め、人と環境との調和を促す活動を支援します。補助金やその他のリソ

ースを提供し、地域特有のソリューションと革新を奨励しながら、気候変動と環境破壊の原因、およびその影響の削

減に取り組みます。  

 

➢ ロータリーショーケース  

ロータリーショーケースでは、クラブや地区などが実施した様々な活動や計画中のプロジェクトの情報を掲載・閲覧

することができます。世界中のロータリー会員による関連分野のプロジェクトを検索してみましょう。  

 

➢ ロータリー行動グループ 

ロータリー行動グループは、クラブが地域社会を強化するための持続可能かつ効果的な奉仕プロジェクトを立案す

るのを支援します。プロジェクトの計画と実施に関してクラブに助言を与え、パートナーや資金、リソースを探す手助

けをしてくれます。 

 

➢ パートナー 

より効果的で持続可能性の高いプロジェクトを計画するため、ロータリーのパートナーとクラブが協力することがで

きます。このページではロータリーのパートナーとなっている団体を紹介しています。 

 

＜ ラーニングセンター >  

本月間に関連するコースもございますので、詳細はラーニングセンターコース一覧をご確認ください。 

 
< 各種資料 > 印刷物の販売、取り扱いは終了となっておりますので、電子ファイルをご活用ください。 

 

➢ ロータリーの重点分野 

各重点分野のプロジェクト計画に関するヒントをご紹介しております。 

 

      当分野でのグローバル補助金プロジェクトをお考えの方へ 

≫ 重点分野の基本方針 

≫「環境」グローバル補助金 授与のガイドライン 

 

 

 

https://www.rotary.org/ja/our-causes/protecting-environment
https://map.rotary.org/ja/project/pages/project_showcase.aspx
https://my.rotary.org/ja/take-action/empower-leaders/rotary-action-groups
https://my.rotary.org/ja/take-action/empower-leaders/rotary-action-groups
https://my.rotary.org/ja/learning-reference/about-rotary/partners
https://my.rotary.org/ja/learning-reference/about-rotary/partners
https://my-cms.rotary.org/ja/document/learning-center-course-catalog
https://my-cms.rotary.org/ja/document/rotarys-areas-focus
https://my-cms.rotary.org/ja/document/rotarys-areas-focus
https://my.rotary.org/ja/document/areas-focus-policy-statements
https://my-cms.rotary.org/ja/document/environment-guidelines-global-grant-funding


  2024年 3月 29日 

 

 

 

< ウェブ特集記事 > 

 

➢ 山火事・森林火災を未然に防ぐグローバル補助金プロジェクト～日本で初めて承認された「環境」重点分

野でのプロジェクト 

このプロジェクトは、ロータリーの新しい重点分野「環境」にまつわる 3年にわたる継続事業（2022年 6月開始）

で、第 3360地区のメーチャンロータリークラブ（タイ）と第 2560地区の当新潟西ロータリークラブが援助国側パ

ートナーとなり、「ほほ笑みの国」タイ”で現在も継続実施されています。 

（2024年 2月、ロータリーボイスより） 

 

➢ きれいな川を取り戻す 

2007年に米国のロータリークラブに入会したリコさんは、その約束を果たすための道を開きました。2年後、彼の

クラブであるサウス・ウキア・ロータリークラブ（カリフォルニア州）は地元の環境保護団体と協力し、サンフランシスコ

北部の重要な水路であるロシアン川の清掃活動を行いました。   

（2024年１月、ニュース・特集記事ページより） 

 

➢ 水路に焦点を置いた、ロータリーと国連のパートナーシップ 

ロータリー会員は、国連環境計画（UNEP）との新たな協力を通じて地元の水路を清掃、保護、モニタリングできる

ようになりました。この戦略的パートナーシップは、国連の「持続可能な開発目標」とロータリーの重点分野である

「環境」の両方に沿っています。 このパートナーシップの中心となるのは、水路の健全性維持に取り組むロータリー

クラブとローターアクトクラブの Community Action for Fresh Water（淡水のための地域活動）と名付けら

れたこのプログラムです。 

（2024年１月、ニュース・特集記事ページより） 

 

➢ 再生可能エネルギーがポリオ根絶活動に変化をもたらす 

世界では 10億人近くの人びとが、安定した電力が供給されない施設で医療サービスを受けています。電力が不安

定である場合、診断やワクチン保冷を含む医療活動が中断されます。熱波、洪水、その他の異常気象が増えるにつ

れ、停電や熱需要の上昇などによる電力停止が増加すると予想されます。ポリオ根絶活動のラストスパートにおけ

るこうした課題に対応し、二酸化炭素排出量を削減するため、GPEI（世界ポリオ根絶推進活動）とそのパートナー

団体は太陽光発電に目を向けました。 

（2023年 12月、ロータリーボイスより） 

 

➢ 気候変動に関する国連会合でロータリーが 28のセッションを主催 

電気自動車や風力発電など、気候変動を抑えるためのさまざまな対策が取られています。しかし、効果的な解決策

の一つは、実は私たちの食生活にあります。専門家によると、私たちが「何を食べるか」という選択は、人間の健康だ

けでなく、地球の健康にも大きな影響を与えます。   

（2023年１2月、ニュース・特集記事ページより） 

  

https://rotaryblogja.org/2024/02/05/%e5%b1%b1%e7%81%ab%e4%ba%8b%e3%83%bb%e6%a3%ae%e6%9e%97%e7%81%ab%e7%81%bd%e3%82%92%e6%9c%aa%e7%84%b6%e3%81%ab%e9%98%b2%e3%81%90%e3%82%b0%e3%83%ad%e3%83%bc%e3%83%90%e3%83%ab%e8%a3%9c%e5%8a%a9%e9%87%91/#more-10829
https://rotaryblogja.org/2024/02/05/%e5%b1%b1%e7%81%ab%e4%ba%8b%e3%83%bb%e6%a3%ae%e6%9e%97%e7%81%ab%e7%81%bd%e3%82%92%e6%9c%aa%e7%84%b6%e3%81%ab%e9%98%b2%e3%81%90%e3%82%b0%e3%83%ad%e3%83%bc%e3%83%90%e3%83%ab%e8%a3%9c%e5%8a%a9%e9%87%91/#more-10829
https://www.rotary.org/ja/clean-rivers-are-central-life
https://www.rotary.org/ja/rotary-partnership-united-nations-puts-focus-waterways
https://www.rotary.org/ja/rotary-unep-partnership
https://rotaryblogja.org/2023/12/20/%e5%86%8d%e7%94%9f%e5%8f%af%e8%83%bd%e3%82%a8%e3%83%8d%e3%83%ab%e3%82%ae%e3%83%bc%e3%81%8c%e3%83%9d%e3%83%aa%e3%82%aa%e6%a0%b9%e7%b5%b6%e6%b4%bb%e5%8b%95%e3%81%ab%e5%a4%89%e5%8c%96%e3%82%92%e3%82%82/
https://www.rotary.org/ja/rotary-leads-28-sessions-united-nations-climate-conference


  2024年 3月 29日 

 

 

➢ 食生活を変えて温室効果ガスを減らす 

「気候変動」と聞いて気温上昇を思い浮かべる人が多いかもしれませんが、食料への悪影響について考える人は少

ないでしょう。気候変動は農業パターンに悪影響を与え、不作や食料不足といった問題を引き起こします。  

（2023年１2月、ニュース・特集記事ページより） 

 

➢ 気候変動と食料問題解決のための啓発ウォーク 

世界では 10億人近くの人びとが、安定した電力が供給されない施設で医療サービスを受けています。電力が不安

定である場合、診断やワクチン保冷を含む医療活動が中断されます。熱波、洪水、その他の異常気象が増えるにつ

れ、停電や熱需要の上昇などによる電力停止が増加すると予想されます。ポリオ根絶活動のラストスパートにおけ

るこうした課題に対応し、二酸化炭素排出量を削減するため、GPEI（世界ポリオ根絶推進活動）とそのパートナー

団体は太陽光発電に目を向けました。 

（2023年 11月、ロータリーボイスより） 

 

➢ 「種ライブラリ」がもたらす豊かな実り 

小さな一粒の種でも大きな力を持っている。「種ライブラリ」の活動を行っているロータリークラブなら、そのことを知

っています。市民が庭にまくことのできる種を無料で配布するこの活動を通じて、地元コミュニティは大きな「収穫」

を得ています。   

（2023年 9月、ニュース・特集記事ページより） 

 

➢ ロータリーとの出会いで羽ばたいた環境志向の元奨学生 

クリスティン・ウェグナー・ギルフォイルさんは、平和部隊で経験を積み、ロータリー国際親善奨学金やロータリーで

の奉仕活動を通じて、ギルフォイルさんは環境を守るという自身の使命をはっきりと自覚しています。   

（2023年 8月、ニュース・特集記事ページより） 

 

➢ ワインボトルを砂に変える 

地球の地殻の中で、酸素の次に多く存在するのがケイ素です。ケイ素 1に対して酸素 2を加える（自然に発生する

プロセス）と、ほとんどの岩石や砂の主成分である二酸化ケイ素ができます。それを約 1700度まで熱すると液体

になり、冷えるとガラスになります。   

（2022年 12月、ニュース・特集記事ページより） 

 

➢ 地球のためにできること 

今月エジプトで COP27（国連気候変動枠組条約第 27回締約国会議）が開催され、気候変動と環境汚染問題に

世界の目が注がれています。日本では国や自治体、企業、市民レベルで SDGsの取り組みが進んでおり、ロータリ

ーでも草の根レベルでさまざまな活動が行われています。 

（2022年 11月、ロータリーボイスより） 

  

https://www.rotary.org/ja/consider-your-carbon-foodprint
https://rotaryblogja.org/2023/11/13/%e6%b0%97%e5%80%99%e5%a4%89%e5%8b%95%e3%81%a8%e9%a3%9f%e6%96%99%e5%95%8f%e9%a1%8c%e8%a7%a3%e6%b1%ba%e3%81%ae%e3%81%9f%e3%82%81%e3%81%ae%e5%95%93%e7%99%ba%e3%82%a6%e3%82%a9%e3%83%bc%e3%82%af/
https://www.rotary.org/ja/rotary-clubs-free-seed-libraries-yield-benefits
https://www.rotary.org/ja/mission-help-world-go-green
https://www.rotary.org/ja/turning-wine-bottles-back-sand
https://rotaryblogja.org/2022/11/21/%e5%9c%b0%e7%90%83%e3%81%ae%e3%81%9f%e3%82%81%e3%81%ab%e3%81%a7%e3%81%8d%e3%82%8b%e3%81%93%e3%81%a8/#more-9424


  2024年 3月 29日 

 

 

➢ 各国で実施された「環境にやさしい」11のプロジェクト 

ロータリーは長年、何千もの環境保護プロジェクトを実施してきました。過去 5年間だけでも、環境保護プロジェク

トに費やした資金は 1800万ドル（19億円以上）。 

（2021年 4月、ロータリーボイスより） 

 

■ Rotary ニュース・特集記事ページは≫こちら  ■ Rotary Voiceページ（日本語）は≫こちら 

 

< 映像資料 > 

➢ 森林農業を育てる 

Maceió-Farolロータリークラブ（ブラジル、第 4391地区）は、地元農家とともに「Planting Agroforestry」

（森林農業を育てる）プロジェクトに取り組んでいます。 

 [日本語字幕、1分 29秒] 

 

➢ ビニシュ・デサイ 

バイブラント・ヴァルサール・ロータリークラブ（インド）会員である社会起業家ビニシュ・デサイさんは、エコ製品のパ

イオニアである Eco-Eclectic Technologiesを創立。大量の産業廃棄物と家庭ごみをリサイクルして、さまざま

な製品を作っています。 

[日本語字幕、1分 38秒]  

 

➢ 企業による環境への取り組み 

カンザス市南部鉄道の社長兼 CEOであるパトリック・オッテンスマイヤーさんとジェニファー・ジョーンズ会長は、環

境を守るために地域や団体が協力して行動することの重要性について語ります。 

[日本語字幕、1分 38秒]  

 

➢ Impact in Action: ジョーンズ会長とアンダーセン国連環境計画事務局長の対話 

COP27 に出席したジェニファー・ジョーンズ 2022‐23年度会長が、国連環境計画（UNEP）のインガー・アンダ

ーセン事務局長とナイロビ（ケニア）で対談し、環境問題について話し合いました。 

[日本語字幕、6分 05秒]  

 

➢ 花粉媒介者を守るために 

環境持続性のためのロータリー行動グループ（ESRAG）の共同設立者であるカレン・ケンドリック・ハンズさんとジ

ェニファー・ジョーンズ会長が、行動グループやネットワークの活用、環境問題への取り組みについて語ります。 

[日本語字幕、4分 40秒]  

 

■ Rotary YouTubeページは≫こちら  ■利用規約は≫ こちら 

 

 
国際ロータリー日本事務局 業務推進室 

108-0073 東京都港区三田 1 丁目 4-28 三田国際ビル 24Ｆ  

Tel: 03-5439-5802 /Fax: 03-5439-0405 /Email:rijpnpi@rotary.org 

https://www.rotary.org/ja/eleven-eco-friendly-service-projects-around-world
https://www.rotary.org/ja/news-features
https://rotaryblogja.wordpress.com/
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=118302699&lang=JA
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=118302699&lang=JA
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=120903037&lang=JA
https://www.youtube.com/watch?v=eNPwEyicEC8
https://www.youtube.com/watch?v=eNPwEyicEC8
https://www.youtube.com/watch?v=IOvV3uW9WjM
https://www.youtube.com/watch?v=IOvV3uW9WjM
https://www.youtube.com/watch?v=4nB4b9a09kw
https://www.youtube.com/watch?v=4nB4b9a09kw
https://esrag.org/
https://www.youtube.com/user/RotaryInternational
https://my.rotary.org/ja/rotary-international-website-terms-use
mailto:rijpnpi@rotary.org

